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図 1の SPC(Serial to Parallel Converter) は，出力ポート数 v
に従って信号を分解する．今回，入力信号は 2, 5, 7, 3 を繰り返
す周期 4，長さ 11の信号とし，これを周期 3 ∼ 5の間で推定し
ている．分解された信号は各ポートで累積され，正規化される．
これを各 SPC内で最大値を求め，さらに SPC毎に最大を求め
ると v=4の 7が出力され，この vが推定された周期となる．さ
らに，ARS が信号の累積に必要とするメモリは (推定する周期
の範囲) × (推定する周期の最大値) から計算できる．本研究で






256KBの RAMと 3.63mWの電力性能を持つ RE01に ARS
をそのまま実装するにはメモリが不足する．IoT でも広く用い
られている RaspberyPi3 では RAM が 1GB あるため ARS を









層で推定された候補点の ±0.04 秒を 0.01 秒精度で詳細探索す
る．第一階層では，4信号の平均を代表値として扱うことで，ノ











実装時の総メモリ量はオリジナル ARS の 1, 444, 365Byte か
ら約 87.4%削減した 182, 992Byteとなり，RE01に実装できた．
4.2 推定精度
入力データを白色ガウス雑音を付加した sin 波である．その
周期は 4.00秒，ノイズは−40 ∼ 40dB，試行回数は 1, 000回で，
異なる SN 比において推定精度の違いを評価する．図 2 から，







は 12.5W であり，10, 000mAh のモバイルバッテリでは，約 3
時間動作可能である．本研究の提案手法を適用することにより，
ARSアルゴリズムを RE01に実装可能となったことで，その消




ARS と比較してメモリを約 87.4% 削減したことで超低消費電
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